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まことにありがとうございました。
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一般のご家庭でご利用いただく熱器具です。
必ずご使用前にこの取扱説明書（保証書付）を最後までお読みのうえ、
正しくお使いください。お読みになったあと、いつでも必要な時に取り
出せるように、所定の場所に必ず保管してください。

W-YU-15・03

水タンク内に若干の水滴が付着している場合
がありますが、スチーム検査をおこなってい
るためで、異常ではありません。

知っておいて
いただきたいこと

12

スチームアイロン スチームアイロン

max



［ドライ］ ［スチーム］

各部の名前

注排水口フタ

霧吹きボタン

霧吹き噴出孔

スチーム調節ダイヤル

max目盛り

パイロットランプ

電源コード

差込プラグ

注排水口フタ

温度調節ダイヤル

スチーム調節ダイヤル

かけ面

付属品

押すと霧吹き噴出孔から
スプレー状に水が出ます。

フタの開閉は注排水の時
だけ行ってください。
小さな穴はフタを閉める
時の空気抜きのための
ものです。
フタは使用中水がこぼれ
る場合がありますので必
ず閉めてご使用ください。

スプレー状に水が出ます。

スチームの状態を調節します。

スチーム噴出孔
表面にはセラミック
コーティングがして
あります。

給水カップ１個（約100ml）

定期的にほこりや汚れ
を取り除いてください。

約1.8mのゴムコード
です。たばねたままで
使わないでください。

点灯・消灯により温度を
調節していることをお知ら
せします。

注排水口フタを開け、
給水カップで水を注水
します。
使用後、残った水をここ
から捨てます。
※付属の給水カップ２回の注水
　で「max」（満水）状態になり
　ます。
　

「max」（満水）表示以上
に水を入れないでください。

布地に合わせて温度を調節します。
（６ページ参照）

ダイヤル合せ目印

注排水口
　　フタ

安全上のご注意　　　(その1)

やけど・けがを防ぐために
●子供だけで使わせたり取り扱いに不慣れな方の使
　用や、幼児の手の届くところで使わない。
　やけど・感電・けがの原因になります。

     ●異常・故障時にはすぐに使用を中止し、差込プラグ
       を抜く。
      ・電源コードを動かすと通電したり、しなかったりする。
      ・コゲくさい臭いがする。
      ・電源コードや差込プラグが、異常に熱い。
       などの症状が出たら、すぐに販売店または、お客様
　　　ご相談センターへ点検・修理を依頼してください。

差込プラグ
を抜く

シュアー
お客様ご相談センターヘ



取り扱い・使い方

電源・コード

安全上のご注意　　　(その2)

●修理技術者以外の人は、絶対に分解・修理
　は行わない。　また改造はしない。
　異常動作して、感電・発火しけがの原因に　　なります。

●本体を水につけたり、水をかけたりしない。
　ショート・感電の原因になります。

●濡れた手で温度調節ダイヤルの操作をし
　ない。
　感電やけがの原因になります。

●カーテンなど可燃物の近くで使わない。
　火災の原因になります。

●電源は交流100Vで定格15A以上のコン
　セントを単独で使う。
　他の機器と併用すると、発熱による火災の
　原因になります。

●電源コードや差込プラグが傷んだり、コン
　セントの差し込みがゆるいときは使わない。
　感電・ショート・発火の原因になります。

　電源コードを傷付けたり、破損したり、加工したり、無
　理に曲げたり、引っ張ったり、ねじったり、たばねたりし
　ない。また、重い物を載せたり挟み込んだりしない。
　コードが破損し、感電・ショート・火災の原因になります。

●濡れた手で差込プラグを抜き差ししない。
　感電の原因になります。

●差込プラグにピンやクリップやごみを付着
　させない。
　感電・ショート・発火の原因になります。

●差込プラグをなめさせない。
　乳幼児が誤ってなめないように注意する。
　感電・けがの原因になります。

●

●差込プラグはコンセントの奥までしっかり
　差し込む。
　感電・ショート・発火の原因になります。

●使用時以外は差込プラグを必ずコンセントか
　ら抜く。
　けが・やけど・絶縁劣化による感電・漏電火災
　の原因になります。

●差込プラグを抜くときは、電源コードを持た
　ずに必ず先端の差込プラグを持って引き抜く。
　感電・ショート・故障の原因になります。

●電源コードに足などを引っかけないように
   注意する。
  けがや故障の原因になります。
　

●差込プラグのほこり等は定期的に拭きとる。
　プラグにほこり等がたまると、湿気などで
　絶縁不良となり、火災の原因になります。



安全上のご注意　　　(その3)

取り扱い

●市販のかけ面カバーは使わない。
　誤動作の原因になります。

●水は蒸留水または水道水を使用する。
　にごった水やリネンウォーター、香料を含ん
　だ水を使うと、水アカがたまったり腐食や故
　障の原因になります。

●通電直後にスチームを使わない。
　かけ面から水もれすることがあります。

●スチーム使用のときは、スプレーのりを使用
　しない。
　かけ面にのりが付着し、アイロンかけがスム
　ーズにできなくなることがあります。

●水をこぼさない。
　誤動作の原因になります。
　水がこぽれたときは、布で拭き取ってから使用　　してください。

●ボタン・ファスナーなどの固いものにアイロン
　かけはしない。
　かけ面の傷付き・コーティングがはがれやすく
　なります。

●衣類などに付いているアイロンマークを必ず
　守る。
　衣類などのこげ・変質などの原因になります。
　（絵表示の説明は6ページをご覧ください。）

●落下などにより本体が破損した場合は、差込プ
　ラグを抜いて修理の依頼を行う。
　感電事故の原因になります。

●水タンクヘの注水は「max」目盛りまで。
　目盛り以上に入れると、使用中に水がこぼれ
　る原因になります。

●お手入れのときは、差込プラグをコンセントから
　必ず抜いて行う。
　感電の原因になります。

●3～5年に一度は定期点検を行う。
　本体内部にほこりなどがたまったまま長時間使
　用すると、火災や故障の原因になります。
　（有償点検となります。）

●お手入れ及び持ち運ぶときや保管するときは、
　アイロンが十分に冷めてから行う。
　やけど・火災の原因になります。

●アイロン内部にピンや針金などの異物を入れない。　　また、衣類に縫い針などを刺したままアイロンかけ　　をしない。　　感電したり、ショートや故障の原因になります。

●業務使用は行わない。
　一般家庭用のアイロンです。ご使用方法を理解
　せずに不特定多数の方がご使用されることは
　アイロンの早期故障や重大事故につながります。

●アイロンかけしている衣類などが異常に発煙
　したり発火した場合は、すぐに温度調節ダイ
　ヤルを「切」にし、差込プラグを抜く。     　 火災の原因になります。

●通電しないとき及び保管中は、必ず「ドライ」　に
　する。スチーム調整ダイヤルを「スチーム」　　　
   位置にしないでください。
　水タンクの水は、必ず排水してください。

●注水時、必ずスチーム調節ダイヤルを｢ドライ」
　にする。
　かけ面から水もれがあります。

ご使用方法 (その1)

スチーム

温度の設定の仕方
絵表示と目盛りの見かた

■絵表示の見かた

衣類・布地の
　　種類

温　度　目　盛

かけ面の温度

絵　　表　　示

毛
中温 高温

約80℃～約120℃ 約170℃ 約1８0℃約130℃～約160℃

温度調節ダイヤル

低

 スチーム使用のポイント

化

アクリル
アクリル系
ポリウレタン
ポリプロピレン

毛
ポリエステル
レーヨン
キュプラ
絹・ナイロン
アセテート
ビニロン

綿 麻

綿 麻

●おかけになる布地に日本工業規格「JIS」で定められた絵表示がある場合は、その絵表示に従って温度調節ダイヤル
　の目盛りを合わせてください。
●絵表示がない場合は、布地に温度調節ダイヤルを合わせてください。
●混紡の場合は、低い方の繊維温度に合わせてください。
●低温・中温および熱に弱い布地には「あて布」をするか「ためしかけ」をしてください。
●布地に合った温度目盛でアイロンかけをしていても、布の上で止めたり、極端にゆっくり動かしたりすると布地を
　いためることがありますので注意してください。
●布地のテカリを防止するには「あて布」をしてください。

※その他「スチーム浮かしかけ」「スチーム禁止」などの表示が
　あれば、その表示に従ってください。

●ビニロンには湿り気を与えてアイロンをかけないでください。

～印はあて布を　　　
する意味です。　　　

　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　布地の裏側から　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　掛ける意味です。　　

　　アイロンかけは
　　できません。

裏から



max

※ 高温（スチーム）位置以外の温度でスチーム
　を使用すると、かけ面のスチーム噴出孔から水滴
　が漏れます。

　適温になるとパイロットランプが消えて使用
　できます。
　加熱通電中はパイロットランプが点灯します。
　アイロンを水平にしてスチーム調節
　ダイヤルを「スチーム」　　　　　に合わ
　せるとスチームが噴出します。

　スチーム調節ダイヤルを「ドライ」　　に合わせた
　あと、水を捨ててください。

　温度調節ダイヤルを「切」にして差込プラグを
　コンセントから抜いてください。

　差込プラグを抜き、かけ面が冷めるまで安全な場所に
　立てて置きます。
　腐食防止のため、スチーム調節ダイヤルは必ず
　「ドライ」　　に合わせてください。

使用後アイロン内部の腐食防止のため、次の事項
を必ず行なってください。

●水が少ない場合は、max目盛り以下
　まで水を入れてください。

排水後、注排水口フタを開けたまま、温度調節
ダイヤルを「高」にし、スチーム調節ダイヤルは      そのまま「ドライ」　　にして約５分間通電してアイ
ロンかけ面内を乾燥させます。この時、水タンク
内部に水滴が付着しますが、問題はありません。

ご使用方法

温度調節をする。

使用開始する。

　アイロンを立てて置き、差込プラグを正しく
　配線された交流100Vのコンセントに、根元
　までしっかりと差し込んでください。

　温度調節ダイヤルを高温「綿」・「麻」
　(スチーム)に合わせてください。
　（6ページの「絵表示と目盛りの見かた」
　の項をご覧ください。）

使用後

(その２)

スチームアイロンとしての使い方

● 注水し、スチーム使用の準備ができるまで差込プラグを
　　コンセントに差込まないでください。 

水タンクに注水する

⑤ 注水が終わったら注排水口フタを確実に閉めてください。

●「max」以上に水を入れないでください。
　※付属の給水カップ２回の注水で「max」(満水)の状態となります。
●水は蒸留水または水道水を使用してください。
●次の水は入れないでください。
　汚れた水、ミネラルウオーター、軟水器の水、アルカリイオン製水器の水、
   香料を含んだ水など。 
●水タンクに水を入れる際には必ず給水カップをご使用ください。 　　
　直接、水道から入れると水があふれ、製品内に入り感電・故障・ショートの
  原因になります。
 ●注水の時、水がアイロンの外側にこぼれたときは、布で拭き取ってください。

① 温度調節ダイヤルを「切」にしてください。
② スチーム調節ダイヤルは、必ず「ドライ」　　にしてください。

③ 注排水口フタを開けます。
④ 付属の給水カップを使い「max」目盛り以下まで水を
    ゆっくり入れてください。

●「ドライ」　位置で注水しないと、かけ面のスチーム噴出孔から
　水滴が漏れます。

max

maxの目盛り以下まで

「スチーム」に合わせる

高温(スチーム)に合わせる

差込プラグを抜く

『ドライ』に合わせる
水を捨てる

●スチームは、高温ですのでやけどなどに十分注意する。        
 ●使用中・使用直後は、高温部(かけ面)に触れない。やけどの原因になります。    
 ●使用中は、本体から離れない。火災の原因になります。    



max

水タンクに注水する。

霧吹きボタンを押し、
　　　霧吹きを噴出させる。

使用後

●スチームアイロンとしての使い方の
　「１．水タンクに注水する」の手順で注水してください。

●霧吹きが出にくいときは、霧吹きボタンを
　数回押してください。

　スチームアイロンとしての使い方の　「４．使用後」の手順を行なってください。

●必要以上の力をかけないで衣類の上をすべらす
　ように軽くかけるだけで十分です。

●とくに折り目をはっきりつけたい所やガンコなシ
　ワの部分はしっかり押えます。

●ウールやセーターのような毛足の長い繊維には
　「浮かしかけ」をしてスチームを当てます。

●アイロンを往復させたりすると余分なシワがで
　きます。　一定方向に動かしましょう。

　霧吹きボタンを使用する

霧吹きボタンを数回押して水を出しきってください。

アイロンの上手な使い方　　　(その1)

ドライアイロンとしての使い方

温度調節をする。
　アイロンを立てて置き、温度調節ダイヤル
   を「切」にして差込プラグを正しく配線され
   た交流100Vのコンセントに、根元まで
　しっかりと差し込んでください。

　　温度調節ダイヤルを回して布地に合わせ
　　てください。
　　（6ページの「絵表示と目盛りの見かた」の
　　項をご覧ください。）

スチーム調整ダイヤルを「ドライ」　 に
合わせてください。

使用開始する。

　適温になるとパイロットランプが消えます。
　通電加熱中はパイロットランプが点灯します。

使用後
　温度調節ダイヤルを「切」にし、差込プラグ
　をコンセントから抜いてください。

　かけ面が冷めるまで
　安全な場所に立てて置きます。

ご使用方法(その3)

①

②

③

　ドライの合わせる

差込プラグを抜く

安全な場所に
立てて置く



■お手入れのしかた

　本体・かけ面の汚れは、やわらかい布などで拭いてください。
　かけ面の落ちにくい汚れは、中性洗剤か水をふくませた布で　　拭き取ってください。
※金属ブラシ、みがき粉、シンナー、ベンジン、化学ぞうきんなど
　は使用しないでください。
　傷や変色の原因になります。

　スチーム噴出孔のつまりは、つま楊枝などで取り除いてください。
　霧吹き噴出孔のつまりは、霧吹きボタンを数回押し続けて様子を
　みてください。

●スチーム調節ダイヤルは、必ず「ドライ」マーク    に合わせて保管してください。

お手入れと保管



保証とアフターサービス

お 客 様 相 談 セ ン タ ー

TEL 048-931-3110 　月～金の9時～12時　13時～17時受付時間 (祝日・年末年始・夏季などの休業中を除く)

340-0807　埼玉県八潮市新町9

長年ご愛用のスチームアイロンの点検を！

メーカー保証期間　お買上げ日から1年間

故障かな？と思ったら

仕　様

差込プラグ

◎次のようなときは、故障ではない場合がありますので、表を見ながらもう一度お調べください。

※以上の事をお調べいただき、それでも直らない場合は、ご自分で修理なさらず、お買い上げの販売店までお問い合わせください。
　詳しくは、14ページ「保証とアフターサービス」をご参照ください。
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差込プラグはコンセントにきちんと差し込まれていますか？
（処置）差込プラグをコンセントに　確実に差し込み直してください。

ダイヤル目盛りは布地に合った適切な位置になっていますか？
（処置）ダイヤル目盛りの位置を再度確認してください。

パイロットランプが点灯したまま、ご使用されていませんか？
（処置）パイロットランプが消えて適温になってからご使用ください。

スチーム噴出孔のお手入れをされていますか？
（処置）12ページ「お手入れの方法」を見て清掃してください。

霧吹き噴出孔のお手入れをされていますか？
（処置）12ページ「お手入れの方法」を見て清掃してください。

かけ面が冷めてから水を捨てていませんか？
（処置）かけ面が熱いうちに水を捨て、スチーム調節ダイヤルを
「ドライ」    にしてください。

かけ面に何か付着物等が付いていませんか？
（処置）かけ面が熱いうちに、付着物をぬれた布で拭き取って
ください。

温度調節ダイヤルの目盛りは布地に合った適切な位置になって
いますか？
（処置）目盛りを適温に合わせ直すか、あて布をしてください。

原因　処置

定　　　　　格　　　100V-980W　　50/60Hz

蒸気発生方法　　　　  滴下式

寸　　　　　法　　　長さ237×幅101×高さ124mm

質　　　　　量　　　約0.6kg　（約0.7kg電源コードを含む）　　　
かけ面の面積　　　約165cm

水タンク容 量　　　約200ml

電 源 コ ー ド　　　約1.8m

自動温度調節器　　　温度調節範囲　　約80℃～約180℃

温度過昇防止装置　　　温度ヒューズ　　240℃

スチーム調節ダイヤルが適切な位置になっていますか？
（処置）スチーム調節ダイヤルを　「スチーム」　　　 　　にきちんと合
わせてください。

温度調節ダイヤルが高温「スチーム」になっていますか？
                                                      
（処置）ダイヤル目盛りの位置を再度確認してください。

 注水時、スチーム調節ダイヤルが「スチーム」　　 位置になっ
ていませんか？                                                      （処置）スチーム調節ダイヤルを「ドライ」　　に合わせてください。

付　　属　　品　　　給水カップ（約100ml）

症　状


